
2022年6月28日

（単位：百万円）

金　　　　　額 金　　　　　額

903,021 3,722,180

現 金 59,006 206,033

預 け 金 844,015 2,073,877

981 19,038

1,204 18,311

656 1,374,144

商 品 国 債 290 14,709

商 品 地 方 債 366 16,066

836,017 73,802

国 債 168,458 551,400

地 方 債 182,876 551,400

社 債 136,256 15

株 式 58,941 15

そ の 他 の 証 券 289,484 23,856

2,789,757 197

割 引 手 形 5,850 1,105

手 形 貸 付 34,503 975

証 書 貸 付 2,444,263 1

当 座 貸 越 305,139 2,602

8,479 1,239

外 国 他 店 預 け 8,257 1,582

買 入 外 国 為 替 139 241

取 立 外 国 為 替 81 15,911

41,642 1,007

未 決 済 為 替 貸 153 182

前 払 費 用 190 241

未 収 収 益 3,313 567

金 融 派 生 商 品 7,173 2,135

金 融 商 品 等 差 入 担 保 金 3,822 12,147

未 収 還 付 法 人 税 等 2,207 4,387,536

そ の 他 の 資 産 24,782

30,074 37,461

建 物 9,412 58,114

土 地 16,740 15,000

リ ー ス 資 産 1,453 43,114

建 設 仮 勘 定 278 115,313

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 2,190 3,451

9,763 111,861

ソ フ ト ウ ェ ア 9,446 固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 35

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 105 別 途 積 立 金 71,604

そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 211 繰 越 利 益 剰 余 金 40,222

4,441 210,888

1,387 17,278

12,147 △ 27

△ 21,409 2,489

19,740

230,628

4,618,165 4,618,165

　　　第１期　決 算 公 告

　　　　　　三重県四日市市西新地７番８号
　　　　　　株式会社　三　十　三　銀　行
　　　　　　取締役頭取　渡　辺　三　憲

繰 延 税 金 資 産

リ ー ス 債 務

偶 発 損 失 引 当 金

再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

そ の 他 資 本 剰 余 金

睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金

土 地 再 評 価 差 額 金

無 形 固 定 資 産

資 本 準 備 金

前 払 年 金 費 用

利 益 剰 余 金

有 形 固 定 資 産

資 産 除 去 債 務

そ の 他 資 産

そ の 他 の 負 債

賞 与 引 当 金

株 式 給 付 引 当 金

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金

当 座 預 金

普 通 預 金

貯 蓄 預 金

外 国 為 替

譲 渡 性 預 金

定 期 積 金

通 知 預 金

借 用 金

定 期 預 金

外 国 為 替

そ の 他 の 預 金

有 価 証 券

商 品 有 価 証 券

未 決 済 為 替 借

給 付 補 填 備 金

売 渡 外 国 為 替

金 融 商 品 等 受 入 担 保 金

資 産 の 部 合 計

貸 倒 引 当 金

借 入 金

そ の 他 負 債

前 受 収 益

未 払 費 用

利 益 準 備 金

支 払 承 諾 見 返

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

貸 出 金

支 払 承 諾

貸借対照表（２０２２年３月３１日現在）

現 金 預 け 金

科　　　　　　目 科　　　　　　目

（ 資 産 の 部 ）

預 金

（ 負 債 の 部 ）

金 融 派 生 商 品

買 入 金 銭 債 権

負 債 の 部 合 計

コ ー ル ロ ー ン

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

資 本 剰 余 金



（単位：百万円）

金　　　　　　　　　　　額

52,487

35,519

26,832

7,746

1

879

59

12,890

1,821

11,069

1,969

162

542

1,263

2,107

0

1,725

381

45,486

404

374

4

22

2

3,470

318

3,152

57

7

50

39,248

2,306

1,608

491

0

206

7,000

95

95

1,404

153

1,195

56

5,690

39

△ 1,309

△ 1,270

6,961

２０２１年４月　１日から
２０２２年３月３１日まで

　　　　　　　損益計算書

固 定 資 産 処 分 益

資 金 調 達 費 用

預 金 利 息

譲 渡 性 預 金 利 息

そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益

経 常 費 用

外 国 為 替 売 買 益

国 債 等 債 券 売 却 益

有 価 証 券 利 息 配 当 金

コ ー ル ロ ー ン 利 息

預 け 金 利 息

そ の 他 の 受 入 利 息

金 融 派 生 商 品 収 益

貸 出 金 利 息

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

受 入 為 替 手 数 料

役 務 取 引 等 費 用

支 払 為 替 手 数 料

そ の 他 経 常 収 益

償 却 債 権 取 立 益

そ の 他 の 経 常 収 益

株 式 等 売 却 益

金 利 ス ワ ッ プ 支 払 利 息

そ の 他 の 支 払 利 息

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

株 式 等 売 却 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用

国 債 等 債 券 償 却

特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損

減 損 損 失

そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

商 品 有 価 証 券 売 買 損

株 式 等 償 却

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

科　　　　　目

退 職 給 付 制 度 改 定 損

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額



個別注記表 

 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法人等

株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については時価法（売却原価は移動平均法により算定）、

ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、定率法（ただし、１９９８年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに

２０１６年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

       建  物     ３年 ～ ５０年 

      そ の 他     ３年 ～ ２０年 

（２）無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内におけ

る利用可能期間（主として５年～１０年）に基づいて償却しております。 

（３）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数

とした定額法により償却しております。なお、残存価額については零としております。 

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建の資産・負債は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

６．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

貸倒引当金は、資産の自己査定基準に基づき資産査定を実施し、判定した債務者区分と債権分類に応じ

て、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認

会計士協会銀行等監査特別委員会報告第４号 ２０２２年４月１４日）に規定する正常先債権及び要注意先

債権に相当する債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間の予想損失額を見込んで

計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の直近３算定期間にお

ける平均値に基づき予想損失率を求め、算定しております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債

権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額に対して、今後の予想損失額

を見込んで計上しており、予想損失額は、３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の直近３算定期間とよ

り長期の過去の一定期間における平均値に基づき予想損失額を求め、そのいずれか高い方を用いて算定して

おります。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額

及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 

 また、破綻懸念先及び貸出条件緩和債権を有する債務者等で与信額が一定額以上の大口債務者のうち、債権

の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権については、

当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒

引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しております。 



 すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業部店及び審査部門が資産査定を実施し、当該部署から

独立した資産査定部署が査定結果を監査しております。 

（２）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年

度に帰属する額を計上しております。 

（３）退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年

度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。なお、過去勤務費用及び数理

計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。 

      過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（１０年）による定額法によ

り損益処理 

      数理計算上の差異：各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（１０年）によ

る定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から損益処理 

（４）株式給付引当金 

株式給付引当金は、役員株式給付規程に基づく当行の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除

く。）及び執行役員への株式会社三十三フィナンシャルグループ普通株式の給付等に備えるため、当事業年度

末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。 

（５）睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に備

えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を引当てております。 

（６）偶発損失引当金 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に基づく信用保証協会への負担金の支払いに備えるた

め、将来の負担金支払見込額を計上しております。 

７．ヘッジ会計の方法 

（１）金利リスク・ヘッジ 

金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適

用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第２４号 ２０２２年３

月１７日。以下「業種別委員会実務指針第２４号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッ

ジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘ

ッジ手段である金利スワップ取引等を一定の（残存）期間毎にグルーピングのうえ特定し評価しております。

また、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関関係

の検証により有効性の評価をしております。 

（２）為替変動リスク・ヘッジ 

外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取

引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第２５号 

２０２０年１０月８日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨

建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッ

ジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在する

ことを確認することによりヘッジの有効性を評価しております 

８．重要な収益及び費用の計上基準 

  「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第２９号 ２０２０年３月３１日)等を適用しており、約束した 

財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益 

を認識しております。 

 

 

 



会計方針の変更                                                                                                                             

(収益認識に関する会計基準等の適用) 

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第２９号 ２０２０年３月３１日。以下、「収益認識会計基

準」という。)等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第８４項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っておりますが、これによる当事業年度の計算書類に与える影響はありません。 

 

(時価の算定に関する会計基準等の適用) 

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第３０号 ２０１９年７月４日。以下、「時価算定会計基

準」という。)等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第１９項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第１０号 ２０１９年７月４日)第４４-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定

会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる当事業年

度の計算書類に与える影響はありません。 

 

追加情報 

(退職給付制度の一部改定) 

当行は、２０２１年５月１日付で合併に伴う制度統一の一環として、株式会社三重銀行の退職一時金制度

を確定拠出年金制度へ移行しており、移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会

計処理」（企業会計基準適用指針第１号 ２０１６年１２月１６日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処

理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号 ２００７年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度へ移

行する部分について退職給付制度一部終了の処理を行いました。 

これにより、当事業年度において、５６百万円の特別損失を計上しております。 

 

重要な会計上の見積り 

会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類

に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。 

貸倒引当金 

（１）当事業年度に係る計算書類に計上した額 貸倒引当金 ２１，４０９百万円 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報  

①算出方法 

貸倒引当金の算出方法は、「重要な会計方針」「６．引当金の計上基準」「（１）貸倒引当金」に記載

しております。 

なお、貸倒引当金算定にあたり、見積りの要素となる債務者区分は、債務者の財務情報等の定量的な情

報に加え、将来の業績見通しやキャッシュ・フローの状況等の定性的な要因に関連する情報も勘案して判

定しております。 

②主要な仮定  

主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通しやキャッシュ・フローの状況」

であり、特に事業性貸出先については、各債務者の収益獲得能力や債務償還能力、経営改善計画の内容や

進捗状況等を踏まえ、個別に評価し、設定しております。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響は、当面の間は継続するものと想定しております。

一部の業種等への影響については、個別の債務者における直近の業績や資金繰り状況を考慮して、自己査

定結果に基づき貸倒引当金を計上しておりますが、政府や自治体の経済対策や金融機関による支援等によ

り、貸出金に多額の損失が発生する事態には至らないという仮定を置いております。 

③翌事業年度に係る計算書類に及ぼす影響  

個別貸出先の業績変化や新型コロナウイルス感染症拡大を含む経済環境の変化等により、当初の見積り

に用いた仮定が変化した場合は、翌事業年度に係る計算書類における貸倒引当金に重要な影響を及ぼす可

能性があります。 



注記事項 

（貸借対照表関係） 

１．関係会社の株式及び出資金総額       ８，５３１百万円 

２．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、

貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているもので

あって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為

替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    １６，１８７百万円 

危険債権額                 ４４，３６０百万円 

三月以上延滞債権額                 ３６百万円 

貸出条件緩和債権額              ６，７０３百万円 

合計額                   ６７，２８８百万円 

 

  破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由に

より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当

しないものであります。 

  三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生

債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

  貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ず

る債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

  正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権及びこれらに準ず

る債権、危険債権、三月以上延滞債権並びに貸出条件緩和債権以外のものに区分される債権であります。 

  なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

（表示方法の変更） 

  「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（２０２０年１月２４日 内閣府令第３号）が２０２２年３

月３１日から施行されたことに伴い、銀行法の「リスク管理債権」の区分等を、金融機能の再生のための緊急措

置に関する法律に基づく開示債権の区分等に合わせて表示しております。 

３．手形割引は、業種別委員会実務指針第２４号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れ

た商業手形及び買入外国為替は、売却又は再担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、そ

の額面金額は、５，９９０百万円であります。 

４．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」（日本公認会計士

協会会計制度委員会報告第３号 ２０１４年１１月２８日）に基づいて、原債務者に対する貸出金として会計

処理した参加元本金額のうち、貸借対照表計上額は、１０，５２８百万円であります。 

５．担保に供している資産は次のとおりであります。 

 担保に供している資産 

有価証券 ２９７，０２９ 百万円 

貸出金 ４１６，６８０ 百万円 

 担保資産に対応する債務 

預金 １２，９３７ 百万円 

借用金 ５５１，４００ 百万円 

 上記のほか、公金事務取扱の担保として、有価証券１０１百万円及びその他の資産２５４百万円を差し入れて

おります。 

子会社、子法人等及び関連法人等の借入金等の担保として、差し入れている有価証券はありません。 

  また、その他の資産には、中央清算機関差入証拠金２０，０００百万円及び敷金・保証金１，１４５百万円が



含まれております。 

６．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、

契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約でありま

す。これらの契約に係る融資未実行残高は、６１１，２１０百万円であります。このうち原契約期間が１年以内

のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものが５１５，６５３百万円あります。 

  なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも

当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、

債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額を

することができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保

を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の

見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

７．土地の再評価に関する法律（１９９８年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、事業用の土地の再評価を行 

  い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に 

  計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

    再評価を行った年月日     １９９９年３月３１日 

    同法律第３条第３項に定める再評価の方法  土地の再評価に関する法律施行令（１９９８年３月３１日公 

                            布政令第１１９号）第２条第４号に定める地価税法に基づい               

                                                  て、（奥行価格補正、時点修正、近隣売買事例による補正等）               

                                                  合理的な調整を行って算出。 

   同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額と当該事業用土地 

  の再評価後の帳簿価額の合計額との差額   ４，６４６百万円 

８．有形固定資産の減価償却累計額      ３８，１３４百万円 

９．有形固定資産の圧縮記帳額         ２，５５６百万円 

１０. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行の保

証債務の額は３４，７０４百万円であります。 

１１. 関係会社に対する金銭債権総額      １４，４３３百万円  

１２. 関係会社に対する金銭債務総額      １６，３３１百万円  

１３. 銀行法第１８条の定めにより剰余金の配当に制限を受けております。 

  剰余金の配当をする場合には、会社法第４４５条第４項（資本金の額及び準備金の額）の規定にかかわらず、当該

剰余金の配当により減少する剰余金の額に５分の１を乗じて得た額を資本準備金又は利益準備金として計上してお

ります。 

  当事業年度における当該剰余金の配当に係る利益準備金の計上額は、３４８百万円であります。 

１４．銀行法施行規則第１９条の２第１項第３号ロ（１０）に規定する単体自己資本比率（国内基準）は、８．８６％で 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（損益計算書関係） 

１．関係会社との取引による収益 

  資金運用取引に係る収益総額             ７１百万円  

  役務取引等に係る収益総額             １２７百万円  

  その他業務・その他経常取引に係る収益総額      ２１百万円  

 関係会社との取引による費用 

  資金調達取引に係る費用総額              ０百万円  

  役務取引等に係る費用総額             ３３３百万円  

  その他業務・その他経常取引に係る費用総額   １，１７０百万円  

 

２．「減損損失」は、移転、廃止の決定及び営業キャッシュ・フローの低下がみられる営業用店舗等について、帳簿

価額を回収可能価額まで減額したものであります。 

地域 主な用途 種類    減損損失 

三重県内 営業用店舗３９か所 土地、建物及び 
その他の有形固定資産等 ５３２百万円 

  (うち土地           ９２百万円) 
  (うち建物          １３６百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等 ３０３百万円) 
 
 

共用資産１か所 ソフトウェア及び 
その他の有形固定資産等 ４１４百万円 

  (うちソフトウェア      ３９１百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等  ２３百万円) 

三重県外 営業用店舗１０か所 土地、建物及び 
その他の有形固定資産等 ２４８百万円 

  (うち土地          １３０百万円) 
  (うち建物           ６２百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等  ５６百万円) 

合 計 
営業用店舗４９か所 
共用資産１か所 

土地、建物及び 
その他の有形固定資産等 １，１９５百万円 

  (うち土地          ２２２百万円) 
  (うち建物          １９８百万円) 
  (うちソフトウェア      ３９１百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等 ３８３百万円) 

当行は、営業用店舗については、店舗単位のキャッシュ・フローが相互補完的であるエリア単位で、移転、

廃止予定資産及び遊休資産については、各資産単位でグルーピングしております。また、本部、事務センター、

寮、社宅等については、独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としております。 
なお、当事業年度において減損損失の測定に使用した回収可能価額は正味売却価額であり、正味売却価額は

主として不動産鑑定評価額等に基づき算定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（有価証券関係） 

貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。 

１．売買目的有価証券（２０２２年３月３１日現在） 

 当事業年度の損益に含まれた評価差額（百万円） 

売買目的有価証券 △ １２ 

 

２． 満期保有目的の債券（２０２２年３月３１日現在） 

種 類 
貸借対照表 

計上額（百万円） 

時 価 

（百万円） 

差 額 

（百万円） 

時価が貸借対照表 

計上額を超えるもの 

国債 ― ― ― 

地方債 ― ― ― 

短期社債 ― ― ― 

社債 ― ― ― 

その他 ― ― ― 

 外国債券 ― ― ― 

 その他 ― ― ― 

小 計 ― ― ― 

時価が貸借対照表 

計上額を超えない 

もの 

国債 ― ― ― 

地方債 ― ― ― 

短期社債 ― ― ― 

社債 ― ― ― 

その他 ５，０００ ４，９８０ △ ２０ 

 外国債券 ５，０００ ４，９８０ △     ２０ 

その他 ― ―  ― 

小 計 ５，０００ ４，９８０ △ ２０ 

合  計 ５，０００ ４，９８０ △ ２０ 

 

３． 子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（２０２２年３月３１日現在） 

市場価格のある子会社・子法人等株式及び関連法人等株式は該当ございません。 

 

（注）市場価格のない子会社・子法人等株式等の貸借対照表計上額 

 貸借対照表計上額（百万円） 

子会社・子法人等株式 ６，７７８ 

組合出資金 １，７５２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．その他有価証券（２０２２年３月３１日現在） 

種 類 
貸借対照表 

計上額（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

差 額 

（百万円） 

貸借対照表計上額 

が取得原価を超える

もの 

株式 ４７，５６２ ２０，１４８  ２７，４１４ 

債券 ２１９，９０１ ２１７，５６８  ２，３３２ 

 国債 ６２，３８４ ６１，２４６  １，１３８ 

 地方債 ７２，１８５ ７１，９２８  ２５７ 

 短期社債 ― ―  ― 

 社債 ８５，３３１ ８４，３９４  ９３７ 

その他 １２７，３４７ １２１，３４６  ６，０００ 

 外国債券 ８４，４９６ ８１，９５２  ２，５４３ 

 その他 ４２，８５１ ３９，３９４  ３，４５６ 

小 計 ３９４，８１１ ３５９，０６４  ３５，７４７ 

貸借対照表計上額 

が取得原価を超え 

ないもの 

株式 ２，２２６ ２，５８２ △ ３５６ 

債券 ２６７，６８９ ２７１，７３５ △ ４，０４６ 

 国債 １０６，０７４ １０８，８８６ △ ２，８１１ 

 地方債 １１０，６９０ １１１，４４８ △ ７５７ 

 短期社債 ― ―  ― 

 社債 ５０，９２４ ５１，４０１ △ ４７６ 

その他 １４９，８５０ １５７，９１５ △ ８，０６４ 

 外国債券 ５８，００４ ５９，４６９ △ １，４６５ 

 その他 ９１，８４６ ９８，４４６ △ ６，５９９ 

小 計 ４１９，７６６ ４３２，２３３ △ １２，４６７ 

合  計 ８１４，５７８ ７９１，２９８  ２３，２８０ 

 

（注）上表に含まれない市場価格のない株式等及び組合出資金の貸借対照表計上額 

 貸借対照表計上額（百万円） 

非上場株式(＊１)  ２，３７３ 

 非上場外国証券(＊１)  ９ 

 組合出資金(＊２)  ５，５２４ 

(＊１) 非上場株式及び非上場外国証券については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会

計基準適用指針第１９号 ２０１９年７月４日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしておりませ

ん。 

 (＊２) 組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第３１ 

号 ２０１９年７月４日）第２７項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

５．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券（自 ２０２１年４月１日 至 ２０２２年３月３１日） 

  該当ございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．当事業年度中に売却したその他有価証券（自 ２０２１年４月１日 至 ２０２２年３月３１日） 

売却額 
（百万円） 

売却益の合計額 
（百万円） 

売却損の合計額 
（百万円） 

株式 ２，２２６ １，２７５ １０１ 

債券 ― ― ― 

 国債 ― ― ― 

 地方債 ― ― ― 

 短期社債 ― ― ― 

 社債 ― ― ― 

その他 ３，３４２ ５４２ ― 

 外国債券 １，５０３ ３ ― 

 その他 １，８３９ ５３９ ― 

合  計 ５，５６８ １，８１７ １０１ 

 

７．減損処理を行った有価証券  

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く。）のうち、当該有価
証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認め
られないものについては、当該時価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度
の損失として処理(以下「減損処理」という。)しております。 
当事業年度における減損処理額は５０百万円（債券）であります。 
また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、以下のとおりであります。 
時価のあるものについては、時価が取得原価に比べて、３０％以上下落したものを「著しく下落した」

とし、そのうち５０％以上下落したものは原則全額、３０％以上５０％未満下落したものは、回復可能
性があると認められるもの以外について減損処理を行っております。市場価格のない株式については、
当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下したときは、原則実質価額まで減損
処理を行っております。 

 
 

 （金銭の信託関係） 

該当ございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。 

  繰延税金資産 

貸倒引当金                     ５，５２４百万円 

有価証券減損処理                  １，４５２ 

減損損失                        ８９０ 

税務上の繰越欠損金                            ８６７ 

繰延資産      ６２８ 

減価償却                        ５４８ 

賞与引当金                       ３５０ 

その他                         ７３９ 

  繰延税金資産小計                  １１，００２ 

   将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額  △   ２，７４２ 

  評価性引当額小計                △   ２，７４２ 

  繰延税金資産合計                   ８，２５９ 

 

繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金              ６，３２９ 

前払年金費用                      ４９７ 

その他                          ４５ 

   繰延税金負債合計                    ６，８７２ 

   繰延税金資産の純額                   １，３８７百万円 

 

（注）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額 

   当事業年度（２０２２年３月３１日） 

 
１年以内 

（百万円） 

１年超 

３年以内 

（百万円） 

３年超 

５年以内 

（百万円） 

５年超 

７年以内 

（百万円） 

７年超 

１０年以内 

（百万円） 

１０年超 

（百万円） 

合計 

（百万円） 

税務上の繰越 

欠損金（＊１） 
  －     －     －     －   ８６７     －   ８６７ 

評価性引当金     －     －     －     －     －     －     － 

繰延税金資産   －     －     －     －   ８６７     － 
(＊２) 

８６７ 

（＊１）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。 

（＊２）当該税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産については、将来の課税所得が見込まれることから、回収 

可能と判断し評価性引当額を認識しておりません。 
 
 

（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額           １１，０４３円 ３７銭 

１株当たりの当期純利益金額           ３６４円 ４１銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     １４６円 ８４銭 

 
 

 

 



（単位：百万円）

金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

　 903,045 　 3,706,009

　 981 　 73,802

　 1,204 　 578,134

656 　 15

　 830,670 　 33,785

　 2,776,098 　 1,079

　 8,479 　 129

　 88,034 　 40

　 31,141 182

建 物 　 9,481 　 241

土 地 　 16,947 　 567

リ ー ス 資 産 　 4 　 304

建 設 仮 勘 定 278 　 2,135

その他の有形固定 資産 　 4,430 　 12,147

　 9,886 　 4,408,575

ソ フ ト ウ ェ ア 　 9,559 （　純　資　産　の　部　） 　

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 105 　 37,461

リ ー ス 資 産 2 　 60,820

その他の無形固定 資産 　 219 　 116,772

2,562 　 215,053

　 2,788 　 17,817

　 12,147 △ 27

△ 24,767 　 2,489

△ 1,311

　 18,967

　 334

　 234,355

　 4,642,931 　 4,642,931

　　　　　三重県四日市市西新地７番８号
　　　　　株式会社　三　十　三　銀　行

　　　　取締役頭取　渡　辺　三　憲

連結貸借対照表（２０２２年３月３１日現在）

繰 延 税 金 負 債

利 益 剰 余 金

株 式 給 付 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

商 品 有 価 証 券

貸 出 金

第１期　決 算 公 告

2022年6月28日

外 国 為 替

科　　　　　目

現 金 預 け 金 預 金

コールローン及び買入手形 譲 渡 性 預 金

賞 与 引 当 金

買 入 金 銭 債 権 借 用 金

有 価 証 券

外 国 為 替

そ の 他 負 債

純 資 産 の 部 合 計

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

支 払 承 諾

負 債 の 部 合 計

睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

退職給付に係る調整累計額

その他の包括利益累計額合計

退 職 給 付 に 係 る 負 債

無 形 固 定 資 産

資 本 金

資 本 剰 余 金

そ の 他 資 産

有 形 固 定 資 産

非 支 配 株 主 持 分

繰 延 税 金 資 産

支 払 承 諾 見 返

株 主 資 本 合 計退 職 給 付 に 係 る 資 産

その他有価証券評価差額金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

偶 発 損 失 引 当 金

土 地 再 評 価 差 額 金



      連結損益計算書

（単位：百万円）

68,834

33,379

貸 出 金 利 息 26,812

有 価 証 券 利 息 配 当 金 5,620

コ ー ル ロ ー ン 利 息 及 び 買 入 手 形 利 息 1

預 け 金 利 息 879

そ の 他 の 受 入 利 息 65

13,584

1,968

19,901

償 却 債 権 取 立 益 1

そ の 他 の 経 常 収 益 19,900

63,799

524

預 金 利 息 374

譲 渡 性 預 金 利 息 4

借 用 金 利 息 114

そ の 他 の 支 払 利 息 32

3,314

57

40,974

18,928

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 2,676

そ の 他 の 経 常 費 用 16,252

5,034

97

97

1,402

157

1,188

56

3,729

327

△ 1,546

△ 1,218

4,948

△ 44

4,992

２０２１年４月　１日から
２０２２年３月３１日まで

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益
又は非支配株主に帰属する当期純損失（△）

当 期 純 利 益

退 職 給 付 制 度 改 定 損

法 人 税 等 合 計

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

固 定 資 産 処 分 益

減 損 損 失

固 定 資 産 処 分 損

特 別 損 失

金　　　　　　額科　　　　　　目

特 別 利 益

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

経 常 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 運 用 収 益



連結注記表 
 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づ

いております。 

 
連結計算書類の作成方針 
 

 (１) 連結の範囲に関する事項 

① 連結される子会社及び子法人等     ９社 

株式会社三十三総研 

三十三リース株式会社 

三重リース株式会社 

株式会社三十三カード 

第三カードサービス株式会社 

三十三信用保証株式会社 

三重総合信用株式会社 

三十三コンピューターサービス株式会社 

三十三ビジネスサービス株式会社 

(連結の範囲の変更) 

株式会社三十三総研、三十三リース株式会社、株式会社三十三カード、三十三信用保証株式会

社、三重銀コンピュータサービス株式会社は、株式会社三重銀行が株式会社第三銀行と合併した

ことに伴い、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。 

また、２０２１年１０月１日付で、三十三コンピューターサービス株式会社及び三重銀コンピ

ュータサービス株式会社は、三十三コンピューターサービス株式会社を存続会社、三重銀コンピ

ュータサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併を行っております。 

(連結される子会社及び子法人等の商号変更) 

２０２１年５月１日付で、株式会社三重銀カードは株式会社三十三カードに、三重銀信用保証

株式会社は三十三信用保証株式会社にそれぞれ商号を変更しております。 

② 非連結の子会社及び子法人等      ５社 

さんぎん農業法人投資事業有限責任組合 

さんぎん成長事業応援投資事業有限責任組合 

第２号さんぎん成長事業応援投資事業有限責任組合 

エヌスリー投資事業有限責任組合 

三十三事業承継１号投資事業有限責任組合 

非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰

余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲

から除いても企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が

乏しいため、連結の範囲から除外しております。 

 

(２) 持分法の適用に関する事項 

① 持分法適用の非連結の子会社及び子法人等 

該当ございません。 

② 持分法適用の関連法人等 

該当ございません。 



③ 持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等    ５社 

さんぎん農業法人投資事業有限責任組合 

さんぎん成長事業応援投資事業有限責任組合 

第２号さんぎん成長事業応援投資事業有限責任組合 

エヌスリー投資事業有限責任組合 

三十三事業承継１号投資事業有限責任組合 

持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持

分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除

いても連結計算書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除いております。 

④ 持分法非適用の関連法人等 

該当ございません。 

 

(３) 連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。 

３月末日     ９社 

 

(４) 開示対象特別目的会社に関する事項 

該当ございません。 

 

(５) のれんの償却に関する事項 

該当ございません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



会計方針に関する事項 

(１) 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法(売却原価は移動平均法により算定)により行っております。 

(２) 有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、そ

の他有価証券については時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし市場価格の

ない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

(３) デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

(４) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

当行の有形固定資産は、定率法（ただし、１９９８年４月１日以後に取得した建物（建物附属

設備を除く。）並びに２０１６年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定

額法）を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物   ３年～５０年 

その他   ３年～２０年 

連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主

として定額法により償却しております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、

当行並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能期間（主として５年～１０年）に基

づいて償却しております。 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリ

ース資産は、リース期間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額につ

いては、零としております。 

(５) 貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、資産の自己査定基準に基づき資産査定を実施し、判定した債務者区分と債

権分類に応じて、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」

（日本公認会計士協会銀行等監査特別委員会報告第４号 ２０２２年４月１４日）に規定する正常

先債権及び要注意先債権に相当する債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後

３年間の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を基礎

とした貸倒実績率の直近３算定期間における平均値に基づき予想損失率を求め、算定しております。

破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収

可能見込額を控除した残額に対して、今後の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、

３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の直近３算定期間とより長期の過去の一定期間におけ

る平均値に基づき予想損失率を求め、そのいずれか高い方を用いて算定しております。破綻先債権

及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証によ

る回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 

また、破綻懸念先及び貸出条件緩和債権を有する債務者等で与信額が一定額以上の大口債務者の

うち、債権の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることがで

きる債権については、当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割引いた金額

と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上して

おります。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業部店及び審査所管部署が資産査定を実施し、

当該部署から独立した監査部が査定結果を監査しております。 



連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案

して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額をそれぞれ計上しております。 

(６) 賞与引当金の計上基準 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のう

ち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。 

(７) 役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の

支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。 

(８) 株式給付引当金の計上基準 

株式給付引当金は、役員株式給付規程に基づく当行の取締役（監査等委員である取締役及び社外

取締役を除く。）及び執行役員への株式会社三十三フィナンシャルグループ普通株式の給付等に備

えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。 

(９) 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について、預金者からの払戻請求に基づく払

戻損失に備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を引き当てております。 

(10) 偶発損失引当金の計上基準 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に基づく信用保証協会への負担金の支払いに

備えるため、将来の負担金支払見込額を計上しております。 

(11) 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法

については給付算定式基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処

理方法は次のとおりであります。 

過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（１０年）による定額法

により損益処理 

数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数

(１０年)による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年

度から損益処理 

連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に

係る当期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

(12) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建の資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

(13) 重要なヘッジ会計の方法 

① 金利リスク・ヘッジ 

当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金

融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実

務指針第２４号 ２０２２年３月１７日。以下「業種別委員会実務指針第２４号」という。）に規

定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺する

ヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を一

定の（残存）期間毎にグルーピングのうえ特定し評価しております。また、キャッシュ・フロー

を固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関関係の検証により

有効性の評価をしております。 

なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。 

② 為替変動リスク・ヘッジ 

当行の外貨建の金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行

業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会

業種別委員会実務指針第２５号 ２０２０年１０月８日）に規定する繰延ヘッジによっておりま

す。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目

的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建



金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することによ

りヘッジの有効性を評価しております。 

(14) 重要な収益及び費用の計上基準 

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第２９号 ２０２０年３月３１日)等を適用してお

り、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取

ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

また、ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準については、リース料受取時に経常収益

と経常費用を計上する方法によっております。 

 

 

会計方針の変更 

(収益認識に関する会計基準等の適用) 

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第２９号 ２０２０年３月３１日。以下「収益認識会

計基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移

転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたし

ました。これにより、収益の一部について、従来は受取時に一括して収益を認識しておりましたが、一

定の期間にわたり履行義務が充足されるものであるため、経過期間に応じて収益を認識する方法に変更

しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第８４項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

これによる連結計算書類に与える影響は軽微であります。 

 

(時価の算定に関する会計基準等の適用) 

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第３０号 ２０１９年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第１９項及び「金融商品

に関する会計基準」(企業会計基準第１０号 ２０１９年７月４日)第４４-２項に定める経過的な取扱

いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしま

した。これによる連結計算書類に与える影響はありません。 
 

重要な会計上の見積り 

会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結

会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。 

貸倒引当金 

１．当連結会計年度に係る連結計算書類に計上した額  

貸倒引当金  ２４，７６７百万円 

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報  

(１) 算出方法 

貸倒引当金の算出方法は、「会計方針に関する事項」「(５) 貸倒引当金の計上基準」に記載

しております。 

なお、貸倒引当金算定にあたり、見積りの要素となる債務者区分は、債務者の財務情報等の定

量的な情報に加え、将来の業績見通しやキャッシュ・フローの状況等の定性的な要因に関連する

情報も勘案して判定しております。 

(２) 主要な仮定  

主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通しやキャッシュ・フロー

の状況」であり、特に事業性貸出先については、各債務者の収益獲得能力や債務償還能力、経営

改善計画の内容や進捗状況等を踏まえ、個別に評価し、設定しております。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響は、当面の間は継続するものと想定してお

ります。一部の業種等への影響については、個別の債務者における直近の業績や資金繰り状況を

考慮して、自己査定結果に基づき貸倒引当金を計上しておりますが、政府や自治体の経済対策や



金融機関による支援等により、貸出金に多額の損失が発生する事態には至らないという仮定を置

いております。 

(３) 翌連結会計年度に係る連結計算書類に及ぼす影響  

個別貸出先の業績変化や新型コロナウイルス感染症拡大を含む経済環境の変化等により、当初

の見積りに用いた仮定が変化した場合は、翌連結会計年度に係る連結財務諸表における貸倒引当

金に重要な影響を及ぼす可能性があります。 

 

 

追加情報 

 (退職給付制度の一部改定) 

当行は、２０２１年５月１日付で合併に伴う制度統一の一環として、株式会社三重銀行の退職一時金

制度を確定拠出年金制度へ移行しており、移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等

に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号 ２０１６年１２月１６日）及び「退職給付制度間

の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号 ２００７年２月７日）を適用し、

確定拠出年金制度へ移行する部分について退職給付制度一部終了の処理を行いました。 

これにより、当連結会計年度において、５６百万円の特別損失を計上しております。 

 

 

注記事項 

(連結貸借対照表関係) 

１．関係会社の出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の出資金を除く）  １，７５２百万円 

２．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。

なお、債権は、連結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は

一部について保証しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条

第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支

払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 １７，８３７百万円 

危険債権額 ４４，３７９百万円 

三月以上延滞債権額  ３７百万円 

貸出条件緩和債権額 ６，７１０百万円 

合計額 ６８，９６４百万円 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て

等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契

約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権に該当しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金

で破産更生債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の

支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生

債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

（表示方法の変更） 

「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（２０２０年１月２４日 内閣府令第３号）が

２０２２年３月３１日から施行されたことに伴い、銀行法の「リスク管理債権」の区分等を、金融機

能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく開示債権の区分等に合わせて表示しております。 

３．手形割引は、業種別委員会実務指針第２４号に基づき金融取引として処理しております。これによ



り受け入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又は再担保という方法で自由に処分できる権利を有

しておりますが、その額面金額は、５，９９０百万円であります。 

４．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」（日本公

認会計士協会会計制度委員会報告第３号 ２０１４年１１月２８日）に基づいて、原債務者に対する

貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、連結貸借対照表計上額は、１０，５２８百万円であ

ります。 

５．担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

有価証券       ２９７，０２９百万円 

貸出金        ４１６，６８０百万円 

担保資産に対応する債務 

預 金         １２，９３７百万円 

借用金        ５５１，４００百万円 

上記のほか、公金事務取扱の取引の担保として、有価証券１０１百万円及びその他資産２５４百万

円を差し入れております。 

非連結の子会社及び子法人等並びに関連法人等の借入金等の担保として、差し入れている有価証券

はありません。 

また、その他資産には、金融商品等差入担保金３，８２２百万円、中央清算機関差入証拠金

２０，０００百万円及び敷金・保証金１，２００百万円が含まれております。 

６．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受け

た場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けること

を約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、６１８，０５５百万円であります。

このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものが５２２，４９８百

万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのも

のが必ずしも当行並びに連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与える

ものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由

があるときは、当行並びに連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契

約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応

じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内（社内）手続

に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

７．土地の再評価に関する法律（１９９８年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、当行の事業用の

土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税

金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に

計上しております。 

再評価を行った年月日 

１９９９年３月３１日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（１９９８年３月３１日公布政令第１１９号）第２条第４号に

定める地価税法に基づいて、奥行価格補正、時点修正、近隣売買事例による補正等合理的な調整を

行って算出。 

同法律第１０条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価の合計額と

当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額  ４，６４６百万円 

８．有形固定資産の減価償却累計額  ３９，１８１百万円 

９．有形固定資産の圧縮記帳額  ２，５５６百万円 

10．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対す

る保証債務の額は３４，７０４百万円であります。 

11．銀行法施行規則第１７条の５第１項第３号ロに規定する連結自己資本比率（国内基準）は、８．９６％

であります。 



(連結損益計算書関係) 

１．「その他の経常収益」には、株式等売却益１，７２９百万円を含んでおります。 

２．「その他の経常費用」には、株式等売却損４９１百万円を含んでおります。 

３．「減損損失」は、移転、廃止の決定及び営業キャッシュ・フローの低下がみられる営業用店舗等に

ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額したものであります。 

 

地域 主な用途 種類    減損損失 

三重県内 営業用店舗３９か所 土地、建物及び 
その他の有形固定資産等 ５３２百万円 

  (うち土地           ９２百万円) 
  (うち建物          １３６百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等 ３０３百万円) 

 共用資産１か所 ソフトウエア及び 
その他の有形固定資産等 ４０７百万円 

  (うちソフトウエア      ３８４百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等  ２３百万円) 

三重県外 営業用店舗１０か所 土地、建物及び 
その他の有形固定資産等 ２４８百万円 

  (うち土地          １３０百万円) 
  (うち建物           ６２百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等  ５６百万円) 

合 計 営業用店舗４９か所 
共用資産１か所 

土地、建物、ソフトウエア 
及びその他の有形固定資産等 １，１８８百万円 

  (うち土地          ２２２百万円) 
  (うち建物          １９８百万円) 
  (うちソフトウエア      ３８４百万円) 
  (うちその他の有形固定資産等 ３８３百万円) 

 

当行は、営業用店舗については、店舗単位のキャッシュ・フローが相互補完的であるエリア単位で、

移転、廃止予定資産及び遊休資産については、各資産単位でグルーピングしております。また、本部、

事務センター、寮、社宅等については、独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用資

産としております。 

連結される子会社及び子法人等については、各社を一つのグループとして、各社毎にグルーピング

しております。 
なお、当連結会計年度において減損損失の測定に使用した回収可能価額は正味売却価額であり、正

味売却価額は主として不動産鑑定評価額等に基づき算定しております。 

４．包括利益  ９，２８８百万円 



（金融商品関係） 

１．金融商品の状況に関する事項 
(１) 金融商品に対する取組方針 

当行グループは貸出業務、預金業務、有価証券投資業務等の銀行業務を中心に各種金融サービスを

提供しております。これらの業務を行うため、市場の状況や長期・短期のバランス等を考慮したうえ

で、必要に応じて借用金や社債等による資金調達も行っております。このように、主として金利変動

を伴う金融資産及び金融負債を有しているため、金利変動による不利な影響が生じないよう、当行グ

ループでは、資産及び負債の総合的管理（ＡＬＭ）を行っております。その一環として、デリバティ

ブ取引も行っております。 
 

(２) 金融商品の内容及びそのリスク 

当行グループが保有する金融資産は、主として国内の取引先及び個人に対する貸出金であり、顧客

の財務状況の悪化等により、貸出金の元本や利息の回収が困難となる信用リスクに晒されております。

また、債券、株式、投資信託等の有価証券を保有しており、金利、為替、株価等の市場価格の変動に

より、資産価値が減少する市場リスクや、発行体の財務状況の悪化等により、元本の償還やクーポン

の受取りが困難となる信用リスクに晒されております。 

一方、当行グループが保有する金融負債は、預金や借用金等であり、市場環境の悪化等により、必

要な資金が確保できず、資金繰りが悪化する流動性リスクに晒されております。 

また、当行グループは、お客様に対するヘッジ手段等の提供や、当行グループの資産及び負債の総

合的管理（ＡＬＭ）等を目的に金利スワップ取引や為替予約等のデリバティブ取引を行っております。

これらのデリバティブ取引は、市場の変動により損失を被る市場リスクや取引先の契約不履行により

損失を被る信用リスク（カウンターパーティーリスク）等に晒されております。 

当行グループは、金利スワップ取引を貸出金に係る金利リスクに対するヘッジ手段として、ヘッジ

会計を適用しております。これらのヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対

象である貸出金とヘッジ手段である金利スワップ取引双方の理論価格の算定に影響を与える市場金

利の変動幅の累計を比較し、ヘッジの有効性を評価しております。また、一部の資産・負債について

は金利スワップの特例処理を行っております。 

 

(３) 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスクの管理 

当行グループは、信用リスク管理に関する諸規程・運営方針に従い、貸出金について、個別案件ご

との与信審査、与信限度額、信用情報管理、内部格付、保証や担保の設定、問題債権への対応など与

信管理に関する体制を整備し運営しております。これらの与信管理は、各営業店のほか審査部門によ

り行われ、また、権限によっては、定期的に経営陣に審議・報告を行っております。さらに、与信管

理の状況については、監査部門がチェックしております。 

有価証券の発行体の信用リスクに関しては、市場部門において、信用情報や時価を定期的に把握す

るとともに、保有限度額を設定し、リスクの集中を回避しております。 

② 市場リスクの管理 

当行グループは、市場リスク管理に関する諸規程・運営方針に従い、市場取引執行部門であるフロ

ントオフィス、市場取引事務部門であるバックオフィス、及び市場リスク管理部門であるミドルオフ

ィスのそれぞれを、各機能が独立する形で設置し、実効性のある相互牽制体制を整備しております。 

市場リスク管理部門は、計量可能な市場リスクについて市場リスク量を計測するとともに、市場リ

スク量を適切にコントロールするため、保有限度枠や損失限度枠等の遵守状況をモニタリングするほ

か、定期的に経営陣に報告を行っております。さらに、市場リスク管理の状況については、監査部門

がチェックしております。 

当行グループにおいて、市場リスクを抱える主たる金融商品は、「有価証券」、「貸出金」、「預

金」、「譲渡性預金」、「借用金」、「デリバティブ取引」であります。これらの市場リスクについ

ては、VaR（予想最大損失額）による定量化（保有期間 債券６０営業日、純投資株式６０営業日、政

策投資株式１２０営業日、投資信託６０営業日、預貸金等２４０営業日、対顧客デリバティブ取引

６０営業日、信頼区間９９％、観測期間５年）を行っております。 

２０２２年３月３１日現在で当行グループの市場リスク量は、１７９億円であります。 

なお、当行グループでは、モデルが算出する VaR と実際の時価の変動との比較等によるバック・テ

スティングを実施し、使用している VaR モデルが適正に市場リスクを算出していることを確認してお

ります。但し、VaR は過去の相場変動をベースに統計的に算出した一定の発生確率での市場リスク量



であり、通常では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉できない場合が

あります。 

③ 流動性リスクの管理 

当行グループは、流動性リスク管理に関する諸規程・運営方針に従い、資金繰り管理部門と流動性

リスク管理部門を設置し、実効性のある相互牽制体制を整備しております。 

流動性リスク管理部門は、運用・調達の状況を的確に把握するとともに、流動性リスク管理指標を

各種設定し、遵守状況をモニタリングするほか、定期的に経営陣に報告を行っております。 

また、万一の資金逼迫時を想定し、緊急事態にも金融市場においていつでも資金調達ができる体制

を構築しております。 

 

(４) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価の算定においては、一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によ

った場合、当該価額が異なることもあります。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

２０２２年３月３１日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであり

ます。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は、次表には含めておりません（（注１）参照）。

また、現金預け金、コールローン及び買入手形、外国為替（資産・負債）は、短期間で決済されるため

時価が帳簿価額に近似することから、記載を省略しており、連結貸借対照表計上額の重要性が乏しい科

目についても記載を省略しております。 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表 

計上額 
時 価 差 額 

（１）有価証券    

満期保有目的の債券 ５，０００ ４，９８０ △ ２０ 

その他有価証券 ８１５，９９０ ８１５，９９０ ― 

（２）貸出金 ２，７７６，０９８   

貸倒引当金（＊１） △ ２１，３５３   

 ２，７５４，７４４ ２，７７３，０１５ １８，２７１ 

資産計 ３，５７５，７３５ ３，５９３，９８６ １８，２５１ 

（１）預金 ３，７０６，００９ ３，７０６，０２３ １３ 

（２）譲渡性預金 ７３，８０２ ７３，８０２ ― 

（３）借用金 ５７８，１３４ ５７７，７３９ △ ３９４ 

負債計 ４，３５７，９４５ ４，３５７，５６４ △ ３８０ 

デリバティブ取引（＊２）    

 ヘッジ会計が適用されていないもの ４，０３０ ４，０３０ ― 

 ヘッジ会計が適用されているもの(＊３) （３９） （３７） １ 

デリバティブ取引計 ３，９９０ ３，９９２ １ 

（＊１） 貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 

（＊２） その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリバティブ

取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい

ては、（ ）で表示しております。なお、「ヘッジ会計が適用されているもの」には、金利スワッ

プの特例処理によるものが含まれております。 

（＊３） ヘッジ対象である貸出金の相場変動を相殺するためにヘッジ手段として指定した金利スワップで

あり、主に繰延ヘッジを適用しております。なお、これらのヘッジ関係に、「LIBORを参照する金融

商品に関するヘッジ会計の取扱い」（実務対応報告第４０号 ２０２２年３月１７日）を適用して

おります。 



 

（注１）市場価格のない株式等及び組合出資金の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時

価情報の「その他有価証券」には含まれておりません。 

（単位：百万円） 

区   分 連結貸借対照表計上額 

非上場株式 (＊１)(＊２) ２，３９３ 

非上場外国証券 (＊１) ９ 

組合出資金（＊３） ７，２７６ 

（＊１) 非上場株式及び非上場外国証券については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企

業会計基準適用指針第１９号 ２０２０年３月３１日）第５項に基づき、時価開示の対象とはし

ておりません。 

（＊２) 当連結会計年度において、非上場株式について０百万円減損処理を行っております。 

（＊３) 組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第３１号 ２０１９年７月４日）第２７項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つ

のレベルに分類しております。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当

該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが

それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しており

ます。 

 

(１) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品 

当連結会計年度（２０２２年３月３１日） 

（単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

その他有価証券     

国債・地方債 １６８，４５８ １８２，８７６ ― ３５１，３３５ 

社債 ― １０１，８２２ ３４，４３４ １３６，２５６ 

株式 ４０，１９２ １１，００８ ― ５１，２０１ 

その他 (＊) ― １４２，５００ ― １４２，５００ 

デリバティブ取引     

金利関連 ― ５，１１４ ― ５，１１４ 

通貨関連 ― ２，０５０ ― ２，０５０ 

資産計 ２０８，６５１ ４４５，３７２ ３４，４３４ ６８８，４５８ 

デリバティブ取引     

金利関連 ― ５９３ ― ５９３ 

通貨関連 ― ２，５８０ ― ２，５８０ 

負債計 ― ３，１７４ ― ３，１７４ 

(＊) 「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第３１号 ２０１９年７月

４日)第２６項に定める経過措置を適用した投資信託については、上表には含めておりません。 

連結貸借対照表における当該投資信託の金額は１３４，６９７百万円であります。 

 



(２) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

当連結会計年度（２０２２年３月３１日） 

（単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

満期保有目的の債券     

その他 ― ４，９８０ ― ４，９８０ 

貸出金 ― ― ２，７７３，０１５ ２，７７３，０１５ 

資産計 ― ４，９８０ ２，７７３，０１５ ２，７７７，９９５ 

預金 ― ３，７０６，０２３ ― ３，７０６，０２３ 

譲渡性預金 ― ７３，８０２ ― ７３，８０２ 

借用金 ― ５７７，７３９ ― ５７７，７３９ 

負債計 ― ４，３５７，５６４ ― ４，３５７，５６４ 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

資 産 

有価証券 

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価

に分類しております。主に上場株式や国債がこれに含まれます。 

公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類して

おります。主に地方債、社債がこれに含まれます。 

相場価格が入手できない場合には、取引金融機関から提示された価格によっており、観察できな

いインプットを用いていない又はその影響が重要でない場合は、レベル２に分類しております。 

私募債は、内部格付に基づく区分ごとに、キャッシュ・フローから、信用リスクを控除したもの

を市場金利で割り引くことにより時価を算出する方式にて現在価値を算出しており、レベル３に分

類しております。ただし、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の私募債等につきましては、貸出金

と同様に、当該債券の帳簿価額から貸倒見積高を控除した金額をもって時価としております。 

 

貸出金 

貸出金のうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実

行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価と

しております。固定金利によるものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、キ

ャッシュ・フローから、信用リスクを控除したもの（ただし、固定金利によるもののうち、住宅ロ

ーン等の消費者ローンについては、ローンの種類及び期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を

同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引く）を市場金利で割り引くことにより時価

を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似して

いることから、当該帳簿価額を時価としております。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フ

ローの現在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、

時価は連結決算日における連結貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額

に近似しており、当該価額を時価としております。 

貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていない

ものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定

されるため、帳簿価額を時価としております。 

当該時価は、レベル３の時価に分類しております。 

 

 

 

 

 



負 債 

預金、及び譲渡性預金 

要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしてお

ります。また、定期預金については、一定の種類及び期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フ

ローを割り引いた割引現在価値により時価を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け

入れる際に使用する利率を基礎として用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）のも

のは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。 

当該時価は、レベル２の時価に分類しております。 

 

借用金 

借用金のうち、約定期間が短期間（１年以内）のもの、又は変動金利によるものは、短期間で市

場金利を反映し、また、当行及び連結される子会社の信用状態は実行後大きく異なっていないこと

から、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。約

定期間が長期間(１年超）で固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金

の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値を算定しております。 

当該時価は、レベル２の時価に分類しております。 

 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引については、店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取引の

種類や満期までの期間に応じて現在価値技法やブラック・ショールズ・モデル等の評価技法を利用

して時価を算定しております。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利や為替レー

ト、ボラティリティ等であります。観察できないインプットを用いていない又はその影響が重要で

ない場合はレベル２の時価に分類しており、金利スワップ取引、為替予約取引、通貨スワップ取引

等が含まれます。 

 

（注２）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報 

(１) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報（２０２２年３月３１日） 

区分 評価技法 
重要な観察できない 

インプット 
インプットの範囲 

インプットの 

加重平均 

有価証券     

 その他有価証券     

社債 現在価値技法 
倒産確率 ０．０％－１０．３％ １．３％ 

倒産時の損失率 ０．０％－１００．０％ ７６．２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(２) 期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益（２０２２年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 期首 

残高 

当期の損益又は 

その他の包括利益 

購入、売

却、発行

及び決

済の純

額 

レベル

３の時

価への

振替 

 

レベル

３の時

価から

の振替 

 

期末 

残高 

当期の損益に計上

した額のうち連結

貸借対照表日にお

いて保有する金融

資産及び金融負債

の評価損益 

(＊) 

損益に

計上 

(＊) 

その他の

包括利益

に計上 

 

有価証券         

その他有価証券         

社債 15,645 △50 △115 18,954 ― ― 34,434 ― 

(＊) 連結損益計算書の「資金運用収益」及び「その他業務費用」に含まれております。 

 

(３) 時価の評価プロセスの説明 

当行グループはミドル部門において時価の算定に関する手続を定めております。算定された時価

は、独立した評価部門において、時価の算定に用いられた評価技法及びインプットの妥当性並びに

時価のレベルの分類の適切性を検証しております。 

時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反映できる評価モデ

ルを用いております。また、第三者から入手した相場価格を利用する場合においても、利用されて

いる評価技法及びインプットの確認や類似の金融商品の時価との比較等の適切な方法により価格の

妥当性を検証しております。 

 

(４) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

倒産確率 

倒産確率は、倒産事象が発生する可能性を示しており、過去の取引先の倒産実績をもとに算定

した推計値です。倒産確率の大幅な上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）を生じさせます。 

倒産時の損失率 

倒産時の損失率は、倒産時において発生すると見込まれる損失の、債券又は貸出金の残高合計

に占める割合であります。倒産時の損失率の大幅な上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）

を生じさせます。 



(有価証券関係) 

連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。 

１．売買目的有価証券（２０２２年３月３１日現在） 

 当連結会計年度の損益に含まれた評価差額（百万円） 

売買目的有価証券 △ １２ 

 

２. 満期保有目的の債券（２０２２年３月３１日現在） 

 種類 
連結貸借対照表 

計上額（百万円） 

時価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

時価が連結貸借

対照表計上額を

超えるもの 

国債 ― ― ― 

地方債 ― ― ― 

短期社債 ― ― ― 

社債 ― ― ― 

その他 ― ― ― 

 外国債券 ― ― ― 

 その他 ― ― ― 

小計 ― ― ― 

時価が連結貸借

対照表計上額を

超えないもの 

国債 ― ― ― 

地方債 ― ― ― 

短期社債 ― ― ― 

社債 ― ― ― 

その他 ５，０００ ４，９８０ △  ２０ 

 外国債券 ５，０００ ４，９８０ △  ２０ 

 その他 ― ― ― 

小計 ５，０００ ４，９８０ △  ２０ 

合  計 ５，０００ ４，９８０ △  ２０ 
 

３. その他有価証券（２０２２年３月３１日現在） 

 種類 
連結貸借対照表 

計上額（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

連結貸借対照表

計上額が取得原

価を超えるもの 

株式 ４８，９７０ ２０，４２４ ２８，５４５ 

債券 ２１９，９０１ ２１７，５６８ ２，３３２ 

 国債 ６２，３８４ ６１，２４６ １，１３８ 

 地方債 ７２，１８５ ７１，９２８ ２５７ 

 短期社債 ― ― ― 

 社債 ８５，３３１ ８４，３９４ ９３７ 

その他 １２７，３４７ １２１，３４６ ６，０００ 

 外国債券 ８４，４９６ ８１，９５２ ２，５４３ 

 その他 ４２，８５１ ３９，３９４ ３，４５６ 

小計 ３９６，２１９ ３５９，３４０ ３６，８７９ 

連結貸借対照表

計上額が取得原

価を超えない 

もの 

株式 ２，２３０ ２，５８７ △    ３５６ 

債券 ２６７，６８９ ２７１，７３５ △  ４，０４６ 

 国債 １０６，０７４ １０８，８８６ △  ２，８１１ 

 地方債 １１０，６９０ １１１，４４８ △    ７５７ 

 短期社債 ― ― ― 

 社債 ５０，９２４ ５１，４０１ △    ４７６ 

その他 １４９，８５０ １５７，９１５ △  ８，０６４ 

 外国債券 ５８，００４ ５９，４６９ △  １，４６５ 

 その他 ９１，８４６ ９８，４４６ △  ６，５９９ 

小計 ４１９，７７１ ４３２，２３８ △ １２，４６７ 

合  計 ８１５，９９０ ７９１，５７９ ２４，４１１ 

 



４．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 ２０２１年４月１日 至 ２０２２年３月３１日） 

売却額 
（百万円） 

売却益の合計額 
（百万円） 

売却損の合計額 
（百万円） 

株式 ２，２３３ １，２７９ １０１ 

債券 ― ― ― 

 国債 ― ― ― 

 地方債 ― ― ― 

 短期社債 ― ― ― 

 社債 ― ― ― 

その他 ３，３４２ ５４２ ― 

 外国債券 １，５０３ ３ ― 

 その他 １，８３９ ５３９ ― 

合  計 ５，５７５ １，８２１ １０１ 

 

５．減損処理を行った有価証券  

売買目的有価証券以外の有価証券(市場価格のない株式等及び組合出資金を除く)のうち、当該有価

証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認

められないものについては、当該時価をもって連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当

連結会計年度の損失として処理(以下「減損処理」という。)しております。 

当連結会計年度における減損処理額は、５２百万円(うち株式２百万円、債券５０百万円)でありま

す。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、以下のとおりであります。 

時価のあるものについては、時価が取得原価に比べて、３０％以上下落したものを「著しく下落し

た」とし、そのうち５０％以上下落したものは原則全額、３０％以上５０％未満下落したものは、回

復可能性があると認められるもの以外について減損処理を行っております。市場価格のない株式につ

いては、当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下したときは、原則実質価

額まで減損処理を行っております。 

 

 

(金銭の信託関係) 

該当ございません。 

 

 

(賃貸等不動産関係) 

該当ございません。 



(収益認識関係) 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報(自 ２０２１年４月１日 至 ２０２２年３月３１日) 

（単位：百万円）

 報告セグメント 
その他 合計 

 銀行業 リース業 計 

役務取引等収益      

預金・貸出業務 ４，３６５ ― ４，３６５ ２ ４，３６７ 

為替業務 １，８２２ ― １，８２２ ２ １，８２４ 

証券関連業務 ２，１７６ ― ２，１７６ ― ２，１７６ 

保護預り・貸金庫業務 １０９ ― １０９ ― １０９ 

代理業務 ２，７９３ ― ２，７９３ ― ２，７９３ 

その他 ― ― ― ３８ ３８ 

その他経常収益 ９１ ５３６ ６２８ ８９５ １，５２３ 

顧客との契約から生じる 

経常収益 
１１，３５８ ５３６ １１，８９４ ９３９ １２，８３３ 

上記以外の経常収益 ３８，７５３ １６，３５４ ５５，１０８ ８９２ ５６，０００ 

外部顧客に対する経常収益 ５０，１１２ １６，８９０ ６７，００２ １，８３１ ６８，８３４ 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメント等であり、クレジットカー

ド業、信用保証業を含んでおります。 

 

 

(１株当たり情報) 

１株当たりの純資産額                 １１，２３０円３１銭 

１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額       ２５５円９５銭 

潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額 １０５円３１銭 

 

 

(企業結合等関係) 

共通支配下の取引等 

１．企業結合の概要 

(１) 株式会社三重銀行及び株式会社第三銀行の合併 

① 結合当事企業の名称及び事業の内容 

(吸収合併存続会社) 

名称：株式会社第三銀行 

事業の内容：銀行業 

(吸収合併消滅会社) 

名称：株式会社三重銀行 

事業の内容：銀行業 

② 企業結合日 

２０２１年５月１日 

③ 企業結合の法的形式 

株式会社第三銀行を吸収合併存続会社、株式会社三重銀行を吸収合併消滅会社とする吸収合併 

④ 結合後企業の名称 

株式会社三十三銀行 



⑤ その他取引の概要に関する事項 

本件合併は、これまで培ってきた株式会社三重銀行と株式会社第三銀行の「強み」を完全融合し、

金融仲介機能を高度化させることで、より一層地域経済に貢献できる「質の高い地域№１銀行」を

目指すとともに、合併シナジー効果を最大限に発揮し、経営の効率化を図ることで、強固な経営基

盤を構築することを目的としております。 

また、役職員が活躍できる機会の拡大を図ることで、一人ひとりのモチベーションを高めるとと

もに、新たな企業価値の創造と更なる成長を目指してまいります。 

 

(２) 三十三コンピューターサービス株式会社及び三重銀コンピュータサービス株式会社の合併 

① 結合当事企業の名称及び事業の内容 

(吸収合併存続会社) 

名称：三十三コンピューターサービス株式会社 

事業の内容：システム運用の受託業務 

(吸収合併消滅会社) 

名称：三重銀コンピュータサービス株式会社 

事業の内容：システム運用の受託業務 

② 企業結合日 

 ２０２１年１０月１日  

③ 企業結合の法的形式 

三十三コンピューターサービス株式会社を吸収合併存続会社、三重銀コンピュータサービス株式

会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併 

④ 結合後企業の名称 

 三十三コンピューターサービス株式会社 

⑤ その他取引の概要に関する事項 

グループ全体における経営資源の有効活用及び効率化・合理化を図り、経営基盤の強化を目的と

しております。 

 

２． 実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第２１号 ２０１９年１月１６日）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第１０号 ２０１９年

１月１６日）に基づき、共通支配下の取引等として処理しております。 

 

 

(重要な後発事象) 

該当ございません。 


